
お買い上げのお客様へ必ずお読みください。

.本商晶の対象年齢は15才以上で主対象年齢未満のお子線l口ま絶測に与えZ互いでください。


・小古な部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒患などの危険があります。
・誤飲ゆ危験がありますので、3才来満のお子績には絶対に与えないでください。
・ベースメー力ーをご使用の方は、マグネット力プラー{連結器}を身体!こ近づけ砿いようと

注意ください。


・マグネットカブラー(連結器の部晶)は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン


などに近づけ芯いでください。磁凍で徳能異常/)'起こる場合があります。


〈組み立てる時の注意〉
・殴り付け部を無理な方向に曲げたり引っ護ったD しないでくだ古い。
・部品はプラスチッヲ用ニッパーなどできれいに切D取りましょう。切り取った後のヲズは治ててください。
.部晶の中には、やむをえす‘とがった却のがありますので、気をつけて組み立ててくだ古い。
.シール1<1:，必要な部分を切り銭いて貼ってくだ古い。
・部品の加工の際の刃物、工具などのと使用にあたっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してくだ古い。 

eNゲージ鉄道慎型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してください。

《お買い上げのお客機へ》 不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客線相談センタァ


干277-8511 他市豊四季241-22 ナピダイヤル lJ~γlJ-lJ41 ・ ll Jl


.受付時間 10時-17時 〈祝日、軍事。害事体銀日を餓く)
 

PHS 、 IP電信等をご利用申方は04-7146-0371 におかけください.


〈ζ衛局・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理・配送センター
干321-0298 街木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67
.宮車時間 10時-17暗 (士、 8 ，祝日、軍事守害事体曜日を除く) 電話番号はお宮樽椙践センター共通

固ωーシの完成〉
*出来上がった台車の4箇所のツメを床板に通します。

ザミー力プラー 
(先頭車正面などに使用
します。 )

ホ連絡はできません。

密着連結器 ノヨ勾 
(JR電車ほか)頃河/μ

自動連結器 疋〆;到
(客車I量動車ほか) I VγJ 

l二世用l~ 

Nゲージ化周パーツの取り付け方法

| 共通組み立て説明書

Lt.注意

*8トレインショーティーは、動力ユニット(別売)を事長継することで、 Nゲージの線路上を走行させることができます。

①綴関車への動力ユニットの取り付け
.rBトレインショーティー専用・動力ユニット日・機関車用」を使用します。 

.;J J百干手軒両L .;J 1. ~__.._~~ ， 
」二土工f士i一三土主二」占 

|・Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。 
1 本線路、コントローラーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます。 

~~__~)州ゲジにおける使用方法は、各社・Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。
1* 床極前後の穴てYと、左右2箇所・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。

勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる

.KATO~曜の動力ユニットを使用することもできます。
⑦機関車用・動力ユニット(スカートは取り外してください。)

|品番11 ・103 1 ポケットライン用動力ユニット | 

* EF64o. DF50. DD53など、車体裾の低い車両には装着できません。 

• KATO製「チピ客車用動力ユニットJを使用する場合i立、
手すりを切り取ってからシャーヤと交像・装着します。
{車両によっては、庫桓のー揮を切砂車曇掴エが必甚な堪舎が畠り奮す. )
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ゴ縄喧宅ア鴎旦占±ヨ ↓の爪円、車体と固定します。本動力ユニット1 台で、通常は4両程度を牽号 I( 自車含む)すること吋ます。 
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本床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。


*スノープロウは着脱可能です。(力プラーポケットの溝に、爪をしっかりと掛けてください。)

日F2∞. EF210. 0053などでは、庫体長が憂いためカブラーの首撮りが充分にできません. 
ZE通運転や、極小カー"1， Sカーブ土では、遺舗が不安定な場合がありますのでご注-<ださい、

②電車・気動車への動力ユニットの取り付け 
.rBトレインショーティー専用・動力ユニット目・電車・気動車用」を使用します。

沖 再再司写PEh |咋右4箇所の爪判、車体 
hi目 町下『目ιιイ| 市 と閤定します。

「百 一 一一』 一一 一一一ιー~ --- ホゆるい場合に1<1:、両面子ープ
叫同氏δ羽目目隠司 和混同局舵淵広戸 |など官届定しτ〈だ幸い.

ホ床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
(追加ウェイトは、走沼状況に応じて恒用してくださ弘、。車内の空きスペースに、荷面子ーブなどで固定Lます。)

⑧トレーラー{動力の無い車問}への台車の取り付け 

*常設辺諸I設計 E 

.rBトレインショーティー専用・走行台車白Jを使用します。 ①
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③トレーラー用 ・台車(台車レリーフは殴り付けできません。 ) 白
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R本台車部分を外して(床板は付けたまま)、走行台車をセンヲーピン穴に装着してください。
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
*旧ヲイプ床板では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板では力プラ一台座
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-パンタグラフの交換

と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。 Z
F
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KATO:11-401 PS14店街ル世ヴラフ クリーンマツ'Ã:80-2:PSI3:宣車J(~91jラフ 
申書橿の交換パーツは、メーカー，彰式によって取り付けが掴い{綬い}渇告もありますので.それ KATO け4ωPS22 直車・下枠書量昨パンタヲラ7 Ijリーンマッヲス 80-3 ・ PT42:薗車バンタタラ7 
ぞれ銅盤のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります。 KATO ・ 11-404.11-420 PS16 置車J(~91jラ7 Ijリーンマツヲス 80-5:PT 43: .ilJ(ンタヴラ7

*勘カユニットの袋績には、 車種によっては車体鱒のー葡(ガラス，スカートなど}や、働力ユニット 除 11-42沼1;1:，..穴が4・の置楓に対応L:ます. 1 クロ2ポイント :PT7 1C:シンタJ~アーム・パンタヲラ7
の~~匝などを切り取る専の加工が必事な場合があります。 

このほか‘取り付けピンが綴2本方式の、各社パン予ゲラフを取り付けることができます。 

201o-9R 

・=
ブ
ぽ

J事台車に取り付けた「台車レリーフjが走行中に落下しないように、取り付けがゆるい場合
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には擁着剤などを使用して悶定してください。
*スカートのある先周車に、働力ユニットや走行台車を取り付ける場合l宜、スカートを取り
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外すか、または台車のカブラー歯車分を切り取ってから穫着してくださ~\.
*斬幹線など耳障体得にカバーのある車両では.台車レリーフを取り付けできません。 ホお好みのNゲージ用パン骨グラフを~IJi童お買い求めの上、交換してください。 
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(ス子炉の貼付It位置) *扱訳、慌時・禁;;f.的
(刃物のお取り撮いには、充分にご走置ください。


配置の無いものはお好みの位置にお貼りください。)


スハフ 12 正面

スハフ 12 側面

( 実車の銀成例 )*時期によって、編成や車体形状は変化していますのでご注意〈惜し、。

オハ 12 側面

白日日回目白

,:.. 
 (車体の組立て)
①左右のガラスの前後にブロッヴを取り付けます。
ネブロッヴの上下の向きに注意して、パチンと


奥まではめ込んでください。
 

| ::t o'"?へ司P:~I
②屋根を取り付けます。 

( /\ンう置付きの車両はパンヲグラフを取り付けます。)

③妻板を取り付けます。 
(先頭車は後方 1 枚、中間車 l立前後2枚取り付けます。)

④左右の側面を取り付けます。 

(妻板の凸部をきちんとはめ込んでください。)

⑤先頭車は前面を取り付けます。
(スカート付きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。)

⑥シャーシのつめに合わせて車体をかぶせて完成です。

本取り付け郁が固い場合があります。その場合にはドライパー
の先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

ホ取説に記載されている車両は、バリエーシヨン内の一部です。
正面パーツ 1 屋栂パーツなどは、車種・塗装によってセ・ノトされて
いるパ ツが異なりますのでご注意ください。




